
第３学年 体育科学習指導案 

令和２年１２月１１日 金曜日 ５校時 

                               第３学年１組（男子２１名、女子１３名） 

                               場所 体育館 

                           

 

 

 

１ 単元名 ゲーム（ゴール型ゲーム：タグラグビーを基にした易しいゲーム） 

 

２ 単元の目標 

（１） 次の運動の楽しさや喜びに触れ、その行い方を知るとともに、易しいゲームをすることができる。 

・ ゴール型ゲームでは、基本的なボール操作とボールを持たないときの動きによって、易しいゲーム    

をすることができる。                            （知識及び技能） 

（２） 規則を工夫したり、ゲームの型に応じた簡単な作戦を選んだりするとともに、考えたことを友達に 

伝えるようにすることができる。                （思考力、判断力、表現力等） 

（３） 運動に進んで取り組み、規則を守り誰とでも仲良く運動をしたり、勝敗を受け入れたり、友達の考 

えを認めたり、場や用具の安全に気を付けたりすることができる。  （学びに向かう力、人間性等） 

 

３ 運動の一般的特性 

   中学年のゲームは、「ゴール型ゲーム」、「ネット型ゲーム」及び「ベースボール型ゲーム」で構成され、

主として、規則を工夫したり作戦を選んだり、集団対集団で友達と力を合わせて競い合ったりする楽しさ

や喜びに触れることができる運動である。低学年のゲームを踏まえ、中学年では、ゲームの楽しさや喜び

に触れ、その行い方を知るとともに、基本的なボール操作とボールを持たないときの動きによって、易し

いゲームをすることができるようにし、高学年のボール運動の学習につなげていくことが求められる。ま

た、運動を楽しく行うために、自己の課題を見付け、その解決のための活動を工夫するとともに、規則を

守り誰とでも仲よく運動をしたり、友達の考えを認めたり、場や用具の安全に気を付けたりすることなど

をできるようにすることが大切である。 

特に「ゴール型ゲーム」は、コート内で攻守入り交じって、ボールを手や足でシュートしたり、空いて

いる場所に素早く動いたりする易しいゲーム及び陣地を取り合って得点ゾーンに走り込むなどの易しい

ゲームをすることが求められる。 

 

 

 



４ 児童の実態 

（１） 運動に触れる楽しさの体験状況 

    本学級（男子２１名、女子１３名）は、明るく素直で、昼休みに外遊びを好む児童が多くいる。体育  

の学習においても積極的で、苦手にしている運動に対しても、諦めずに何度も練習に取り組み、できた  

ときに喜ぶ姿が見られた。特に、２学期に行ったマット運動では、ポイントを理解し、様々な技ができ   

るようになったり、友達にアドバイスをしたりする姿が見られた。できるようになってきたことが増え 

てきたことで、体育の学習に意欲的に取り組む児童が増えてきている。 

（２） 「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」の習得状況 

   「知識及び技能」に関しては、1学期に実施したネット型ゲームの学習において、パス・トス・アタ

ックの技のポイントは理解しているものの、技の習得がなかなか定着できなかった。そこで、毎時間

準備運動後に同じ練習を繰り返し行い、技の習得に努めてきた。 

「思考力、判断力、表現力等」に関しては、友達の動きを見て、アドバイスをする活動に取り組んで   

きた。運動のポイントを指導することで、何を伝えればよいのかが少しずつ分かるようになってきて

いる。授業の「まとめ」の段階で、学習カードに授業の振り返りを書かせている。「○○ができた。」

「○○ができなかった。」という表記ではなく、「○○さんから、○○とアドバイスを受けてできるよ

うになった。」「○○をするとできるようになった。」など、授業のポイントを押さえて具体的に記入す

ることを指導している。 

「学びに向かう力、人間性等」に関しては、体育の学習に進んで取り組む児童が多く、よかったと 

ころを褒め合ったり、仲間と助け合ったりして活動に取り組む姿も見られるようになってきた。しか

し、ネット型ゲームの学習では、勝敗にこだわり、ゲーム内容や自分の動きを振り返ることがなかっ

た。また、よいプレーを褒め合う姿があまり見られなかったので、授業の最後によいプレーをしたグ

ループを称賛するようにしている。 

（３） 体力の状況 

   本学年（男子６６名、女子３９名）における昨年度の体力テストの結果は以下の通りである。 

 段階 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

 男子（％） ９（１４％） １３（２０％） ２７（４１％） １５（２２％） ２（３％） 

 女子（％）  ２（５％） １７（４４％） １２（３１％） ４（１０％） ４（１０％） 

 合計（％） １１（１０％） ３０（２９％） ３９（３７％） １９（１８％） ６（６％） 

   この結果から、Ａ・Ｂ段階の児童が約３９％、Ｄ・Ｅ段階の児童が約２４％で体力に差が見られる。

本年度から体育専科がＴ１として授業に入り、様々な学習に取り組んでいる。体育の授業の様子を見て

いると、初めはどのように動いてよいか分からなかったり、初めからできないと諦めている様子が見ら

れたりした。そこで、運動のポイントを知り、運動の苦手な児童が意欲的に運動に取り組める場を準備

したり、運動量も増やしたりしながら授業に取り組んできた。また、昼休みに外遊びを奨励したりする

などしてきているので、次年度の体力テストでは体力の向上が見られるのではないかと考えている。 



５ 学習を進めるにあたって 

  本単元の指導にあたっては、陣地を取り合うゲームの特性を十分に理解させるために、タグラグビー

のルールを簡易化したゲームを段階的に行い、陣地を取り合うゲームの楽しさを十分に味わわせたい。

また、チームで作戦を考えたり、ゲームを振り返ったりする活動を行うことで、チームの課題を明確に

し、勝敗だけではなく、チーム力の向上で喜びを感じられるようにさせたい。初めてタグラグビーを行

うので、タグを取ることが難しいと考えられる。そこで、タッチラグビーを行わせる。タッチラグビー

とタグラグビーの違いは、タグを取る代わりに相手をタッチするゲームである。 

  オリエンテーションでは、タッチラグビーの簡単なルールの説明を行い、どのようなゲームなのか見

通しをもたせる。１グループを３～４人とし、９グループ編成とする。単元のゴールを、「３年１組タッ

チラグビー大会を行おう。」とし、大会に向けてどのような練習に取り組んでいくのかを伝える。そして、

毎時間行う練習を紹介し、全員で取り組ませる。最後に、タッチラグビーは、個人プレーだけではなく、

チームプレーでもあるため、協力することや勝敗を受け入れることの大切さを伝え、全員が楽しく意欲

的に活動できるようにさせる。 

「ねらい１」では、「ラン」「パス」「ボールを持たない動き」など基礎的な技能を高めることをねらい

とし、動きのポイントを確認しながら学習を進める。その際、ボールを初めに持っている児童は、後ろ

に下がらず、相手につかまってもよいという意識をもたせる。また、作戦を活かしてゲームを行い、チ

ーム力を高めることを中心に学習を進めていく。作戦を知らない児童が多くいることが予想されるので、

作戦が分かるイラストを示しイメージさせる。相手がいると気持ちが焦り、作戦を活かせないことが考

えられるので、相手をつけずに作戦を活かした動きをしっかりと定着させる。その後、作戦を活かせる

ことができるようになったのかを確認するために、相手をつけミニゲームを行う。ミニゲームを行う際

は、作戦カードに図示させ、どんな作戦を使うのかを明確にさせる。ミニゲーム後に振り返りを行い、

改善点を考え、次のミニゲームに活かせるようにする。このような活動を繰り返し行うことで、チーム

や個人の課題解決を目指し、ねらい２につなげていけるようにする。 

「ねらい２」では、たくさんトライできるための作戦を工夫し、タッチラグビー大会を行う。勝敗だ

けではなく、チーム力が高まってきたことに喜びを感じられるように、作戦が成功したときに褒めたり、

友達の動きの良さを褒め合ったりする場面をつくり、意欲を高めていきたい。 

  本時の授業に当たっては、まず準備運動で１学期から行ってきたリズムダンスに取り組む。リズムダ

ンスを行うことで、体を温めたり心を弾ませたりすることをねらいとする。次に、毎時間行う練習（ラ

ン＆パス）をグループで行う。次に、本時の授業のねらいを確認し、本時で学ぶ作戦（クロスパス）を伝

え、動きを全体で確認する。その際、どのような作戦かが分かるイラストを示したり、教師が模範の動

きを示したりすることでイメージをつかませる。その後、作戦を活かした動きの定着を図るためにグル

ープ練習を行う。動きがある程度定着できてきたら１回目のミニゲームを行う。その際、作戦カードを

活用し、本時で学んだ作戦と前時までに学んだ作戦を取り入れてミニゲームに臨むように声かけを行う。

ミニゲーム後は、①作戦は成功したか、②うまくできなかったことは何か、③次のミニゲームではどの

ような作戦を使うのかの３つの視点で振り返りを行い、次のミニゲームに備えさせる。そして２回目の

ミニゲームを行い、チームや個人の課題解決を目指したい。 

授業の最後には学習の振り返りを行う。学習カードに、チームや個人の課題を書かせ、次の授業に活



かしていきたい。また、よい動きをしていたチームや個人を称賛することで、次時も意欲的に活動でき

るようにつなげていきたい。 

６ 単元の評価規準 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
の
評
価
規
準 

次の運動の行い方を知っ

ているとともに、易しいゲー

ムをしている。 

・ ゴール型ゲームでは、基

本的なボール操作とボー

ルを持たない動きによっ

て、易しいゲームをしてい

る。 

規則を工夫したり、ゲームの 

型に応じた簡単な作戦を選んだ

りしているとともに、考えたこ

とを友達に伝えている。 

 運動に進んで取り組もう

とし、規則を守り誰とでも仲

よく運動をしようとしてい

たり、勝敗を受け入れようと

していたり、友達の考えを認

めようとしていたり、場や用

具の安全に気を付けたりし

ている。 

 

 

 

単
元
の
評
価
規
準 

① タグラグビーの行い方

について、言ったり書いた

りしている。 

② ボールを持ったときに

ゴールに体を向けること

ができる。 

③ 味方にボールを手渡し

たり、パスを出したり、ゴ

ールにボールを持ち込ん

だりすることができる。 

① 攻めを行いやすいようにす

るなどの規則を選んでいる。 

② ボールを持っている人とボー

ルを持っていない人の役割を

踏まえた作戦を選んでいる。 

③ パスを出したり、ゴールに

ボールを持ち込んだりすると

きの工夫を友達に伝えてい

る。 

① ゲームに進んで取り組

もうとしている。 

② 規則を守り、誰とでも仲

良くしようとしている。 

③ 用具などの準備や片付

けを、友達と一緒にしよう

としている。 

④ ゲームの勝敗を受け入

れようとしている。 

⑤ 友達の考えを認めよう

としている。 

⑥ 場や用具の安全を確か

めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８ 本時の学習（４／８時間） 

 （１） 本時の目標 

   ○ ボールを持っている人とボールを持っていない人の役割を踏まえた作戦を選ぶことができるよう     

にする。                           （思考力、判断力、表現力等） 

 （２） 本時の評価項目 

   ○ ボールを持っている人とボールを持っていない人の役割を踏まえた作戦を選んでいる。               

（思考・判断・表現） 

 

９ 学習指導過程 

段階 

 

学習内容及び学習活動 

 

指導上の留意点 

○：評価項目 

 （評価方法） 

【Ａの例】 

「努力を要する」と

判断される児童へ

の手立て 

 

は

じ

め 

 

７ 

１ 整列、挨拶をする。 

２ 準備運動、リズムダ

ンスを行う。 

 

３ チーム練習を行う。 

 ・ ラン＆パス 

 

・ リズムダンスを行うことで、体を

温めたり心を弾ませたりし、運動へ

の意欲を高めさせる。 

・ チーム練習を行うことで、基礎的

な動きを高めさせる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

な

か 

 

３３ 

４ 本時の学習内容とね

らいを確認する。 

 

 

 

５ 本時に学習する作戦

（クロスパス）の動き

を知る。 

・ 全体で 

・ チームで 

 

 

６ ２対１のミニゲーム

を行う。 

 ・ １回目 

  

 

 

 

 

 

 

 

・ 作戦のイラストを示したり、教師

が模範の動きをしたりすることで、

児童が動きをイメージしやすくさせ

る。 

・ チームで動きを確認する際、初め

はゆっくりとした動きで行うこと

で、動きを定着させていく。 

・ 本時で学習した作戦と前時までに

学習した作戦を取り入れた作戦を立

てさせる。１回目のミニゲームを行

うことで、本時で学習した作戦がチ

ームに合っているかどうかを確認さ

せる。 

 

 

○ ボールを持っ

ている人とボー

ルを持っていな

い人の役割を踏

まえた作戦を選

んでいる。 

（観察・ワークシート） 

【Ａの例】 

○ ボールを持っ

ている人と持っ

ていない人の役

割を明確に図示

し、チームに合

った作戦を選ん

でいる。 

（観察・ワークシート） 

 

 

・ どのような

作戦を立てれば

よいか分からな

い児童の横に

教師が付き、一

緒に作戦ボー

ドを使ったり

図に書いたり

して作戦を考

える。 

ボールを持っている人と持っていない人はどのように動

けばよいか考えよう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・ ２回目 

 

・ ワークシートに選びたい作戦を明

記しておくことで、作戦を選択しや

すくさせる。 

・ 作戦ボードを活用したり、作戦を

図示させることで、思考を深めさせ

たり、振り返りをしやすくさせたり

する。 

・ １回目のミニゲーム後に全員を集

め、なぜトライできなかったりパス

がまわらなかったりしたのかについ

て意見を出させ、どうすればよいの

かを全員で共有する。 

・ ２回目のミニゲームに向けて作戦

を立てさせ、よりチームに合った作

戦を選ぶようにさせる。 

・ ２回目のミニゲームの後にも振り

返りを行うことで、チームや個人の

課題解決を目指す。 

 

ま

と

め 

 

５ 

 

７ 学習の振り返りをする。 

・ 学習カードに記入

し、振り返る。 

 

 

 

８ 片付け、整列、挨拶を

する。 

・ ３つの視点で振り返りを書かせ

ることで、次時のミニゲームに活

かせるようにさせる。 

・ よい動きをしていたチームや個

人を称賛することで、次時も意欲

的に活動できるようにさせる。 

・ 安全に留意して、協力して片付

けを行わせる。 

  

 

 


